
©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
8

ＰＴジャーナル・第 52 巻第 7号・2018 年 7 月692

　第 52 巻 7 号をお届けします．
　痛みについては 1982 年に Melzach R が著した “The Challenge of Pain” を発行直後に読む機
会があり，現在でもよく使う書棚に保管しています．1939 年に Lerche R は，痛みは防衛反応
であり幸先のよい警告であると医療者が主張し過ぎる点に触れ，末期になって激しい痛みを有
するがんの痛みや，予防的な役割とは言いにくい心筋梗塞での痛みを例に挙げて痛みをいかに
捉えるかについて述べています．
　時代は確実に進歩し，1994 年に国際疼痛学会によって，疼痛が情動体験として明確に定義さ
れました．2009 年には厚生労働省で「慢性の痛みに関する検討会」が設置され，委員の 1 人と
して提言を取りまとめる機会がありました．慢性の痛みに対する議員連盟では，理学療法士で
ある参議院議員も参画されています．また，最近になって，痛みの存在意義について，臨床哲
学と理学療法学の視座から理学療法士が単著でその思いを示しています．理学療法を実施する
うえで，急性腰痛，関節痛，肩関節周囲炎，がん，作業関連性筋骨格系機能不全（work‒related 
musculoskeletal disorders：WMSD）など，疼痛とのかかわりは極めて高頻度かつ多岐にわたり
ます．一層いろいろなチャレンジが必要であると思います．
　理学療法ジャーナルでは，理学療法を取り巻く総体を紹介するため，特集企画に加えて，投
稿論文，臨床実習サブノート，とびら，ひろば，あんてな，文献紹介などを手掛けています．
商業誌だからこそできる科学的，職能的，教育的な視点から現場のニーズに応えるためには，
編集委員や編集室がいかに皆様からの声を受信できるかにかかわっています．本誌では，編集
顧問，編集同人に加え，モニターと称する若手の理学療法士から記事の感想や企画について助
言を受けています．若い皆様からの熱意のこもった忌憚のないご意見を頂戴し，本当にありが
たく思っております．よいものはどこがよかったとはっきりと具体的に示し，それがアイメッ
セージであるがゆえに説得力は格段です．また，ネガティブな意見は受信閾値を下げておかな
いと見過ごしてしまうこともありますが，スマートで嫌味を感じさせない表現方法はとても勉
強になります．
　最近の研修会で，フィードバックの表現方法によってこれほど理解や取り組みが変わるもの
かと感じ，ポジティブな伝え方をしている人にストレスはないのかといった意見が出されてい
ました．また，別の機会には，理学療法士に対する多くのメッセージが批判的・悲観的で不安
をあおる風潮があるなかで，ある組織に在籍していると理学療法の可能性と魅力が一層高まり，
夢をもてること自体が楽しく勉強する原動力になっているという話を聞きました．これらを実
行している人はもちろんですが，このような思いを素直に表現できる人に畏敬の念を感じます．
治療者や教員である専門職としての姿とともに，何かを企画・実行する機会を与えられた者が
自覚しなければいけない大義と誠意を考える機会にもなりました．
 （内山　靖）
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